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人 口 調 べ

(昭和49年6 月1 日現在)
世帯　1196, 100
男　300, 348
女　299, 757
計　608, 105
( 前月より631 人増)

自転車事故は
増えている

い
つ
も
安
全
な
乗
り
方
を

最
近
、
自
転
車
は
、
無
公
害
車
と
い
う
こ
と
で
広
く
見
な
お
さ
れ
、

手
近
か
な
交
通
手
段
と
し
て
、
通
勤
、
通
学
、
買
い
物
な
ど
に
大
い
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
転
車
は
、気
軽
に
利
用
で
き
る
だ
け
で
な
く
、

健
康
増
進
に
役
立
つ
た
め
1

転
車
ブ
ー
ム
"
と
さ
え
な
っ
て
い
ま

か
、
そ
の
反
面
、
自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
見

逃
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
回
は
、
「
自
転
車
の
安
全
な
乗

り
万
一
に
つ
い
て
ス
ポ
ッ
卜
を
あ
て
て
み
ま
し
た
。

全
体の
事
故の

約
六
分
の一

最
近
の
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た
人

の
数
は
、
か
な
り
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、傾
向
と
し
て
、自
転
車
事
故
に
よ

る
死
者
数
は
、
こ
れ
と
は
逆
に
わ
ず
か

な
か
ら
増
え
て
い
る
の
か
実
情
で
す
。

そ
こ
で
、
区
内
の
自
転
車
事
故
に
つ

い
て
、
目
釘
向
け
て
み
ま
し
f
つ
。

昨
年
の
交
通
事
故
件
数
は
、
二
千
二

百
十
九
件
で
、
二
千
四
百
四
十

】
人
の

方
々
が
亡
く
な
っ
た
り
ヶ

ガ
を
し
ま
し

た
。こ
の
中
で
、自
転
車
に
よ
る
事
故
件

数
は
全
体
の
十
五
・
三
%
に
あ
た
る
三

百
四
十
件
で
、
五
人
が
死
亡
、
五
十
五

人
が
重
傷
、
三
百
五
十
二
人
か
軽
傷
と

い
う
事
故
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

飛
び
出し
が

一
番
こ
わい

こ
れ
を
原
因
別
に
見
ま
す
と
、
交
差

点
に
お
け
る
飛
び
出
し
事
故
(
一
時
停

止
違
反
)

が
一
番
多
く
、
自
転
車
事
故

中
の
半
分
以
上
占
め
て
い
ま
す
。
次
に

多
い
の
は
、
直
進
す
る
自
転
車
と
左
折

す
る
自
動
車
と
の
事
故
で
す
。

し
か
し
、
交
差
点
に
お
け
る
出
合
い

頭
の
事
故
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
自

転
車
や
自
動
車
が
一
時

停
止
を
し
な

か
っ
た
り
、
除
行
し
な
か
っ
た
こ
と
が

大
き
な
事
故
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
お
年
寄

り
と
子
ど
も
の
事
故
が
多
い
こ

と
で

す
。安

全運
転
を

身
に
つ
け
よ
う

気
軽
に
利
用
で
き
る
自
転
車
も
。
ち

ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
事
故
に
つ
な
が

り
ま
す
。
自
転
車
事
故
を
区
内
か
ら
な

く
す
た
め
に
も
、
次
の
こ
と
を
守
り
、
〝

事
故
に
合
わ
な
い
〟
〝
事
故
を
起
こ

さ
な
い
〟
楽
し
く
安
全
な
自
転
車
の
乗

り
方
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

□
信
号
機
の
な
い
交
差
点
で
は
必
ず
一

時
停
止
を
し
ま
し
f
つ

□
歩
道
か
ら
車
道
に
出
る
と
き
は
産
意

・
し
、
必
ず
一
時
停
止
し
ま
し
ょ
う

□
歩
遭
通
行
可
の
指
定
の
あ
る
歩
道
で

は
最
除
行
、
歩
行
者
に
注
意
し
な
が

ら
車
道
部
分
を
通
行
し
ま
し
ょ
う

□
自
分
の
か
ら
だ
に
合
っ
た
自
転
車
に

乗
り
ま
し
ょ
う

□
二
人
乗
り
や
手
ぱ
な
し
道
転
は
や
め

ま
し
ょ
う

□
右
折
・
左
折
は
手
信
号
で
は
っ
き
り

合
図
し
ま
し
I

つ

□
道
路
で
の
競
争
や
ふ
ぎ
け
っ
こ
は
や

め
ま
し
ょ
う

ド
ラ
イ
バー
の

み
な
さ
ん
に

□
裏
通
り
や
交
差
点
を
通
る
と
き
は
、

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
く
だ
さ
い

□
一
時
停
止
の
標
識
の
あ
る
所
や
見
通

し
の
懸
い
所
で
は
、
必
ず
一
時
停
止

を
守
っ
て
く
だ
さ
い

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
楽
し
い
夏

休
み
か
ま
も
な
く
や
っ
て
き
ま
す
。

夏
休
み
に
入
る
と
、
子
ど
も
の
自
転

軍
事
故
が
多
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
母
さ
ん
方
は
、
お
子
さ

ん
が
自
転
車
で
遊
ぴ
に
行
く
と
き
は
、

特
に
注
意
し
、
自
転
車
の
安
全
な
乗
り

方
を
身
に
つ
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

あなたはいま安全運転をしていますか

―
―
「
た
ば
こ
消
費
税
の
は
な
し
」―
―

あ
な
た
は
た
ば
こ
を

ど
こ
で
買
い
ま
す
か

ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
分
で
吸

う
、
一
ぷ
く
の
た
ぱ
こ
の
味
。

ほ
ん
と
う
に
心
が
な
ご
ん
で
き

ま
す
。
あ
な
た
が
く
ゆ
ら
す
一

本
の
た
ば
こ
。
ど
こ
で
お
貿
い

に
な
り
ま
し
た
か
。
も
ち
ろ
ん

区
内
で
し
f
つ
。
一
本
の
た
ば

こ
が
区
に
深
い
関
係
が
あ
る
の

で
す
。

区
の
収
入
の
な
か
に
「
特
別
区
た
ば

こ
消
費
税
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
区
内
で
売
れ
た
、
た
ぱ
こ

の
総
売
上
本
数
に
よ
り
、
専
売
公
社
か

ら
区
に
納
め
ら
れ
る
税
金
な
の
で
す
。

み
な
さ
ん
が
、
た
ば
こ
を
区
内
で
賈

う
と
、
そ
れ
だ
け
区
の
収
入
が
増
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。昨
年
で
は
、約
十
億

二
千
万
円
も
の
金
額
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
「
た
ば
こ
消
費
税
」の

ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
な
っ
た
な
か

か
ら
。
主
な
も

の
を
お
知
ら
せ

し
ま
し
ょ
う
。

●
「
た
ば
こ
を

区
内
で

買

う

と
、
区
の
収
入

が
増
え
る
こ
と

を
知
っ
て
い
ま
す
か
」
の
質
問
に
、
知

っ
て
い
た
と
答
え
た
方
が
七
一
%
も
あ

り
ま
し
た
。

●
「
た
ば
こ
を
ど
こ
で
買
う
か
」
の
質

問
で
は
、
九
三
%
の
方
か
区
内
で
賈
う

と
答
え
て
い
ま
す
。

●
「
た
ば
こ
自
動
販
売
機
」
を
利
用
す

る
方
は
一
六
%
と
、
あ
ま
り
評
判
が
よ

く
な
い
よ
う
で

す
。
や
は
り
、

看
板
娘
と
は
い

わ
な

い
ま
で

も
、
人
の
手
か

ら
渡
し
て
も
ら

う
の
を
望
ん
で

い
る
よ

う
で

す
。

こ
の
集
計
の
な
か
に
は
、
都
心
へ
通

動
す
る
方
は
、
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
推
計
す
る
と
、

区
内
で
た
ば
こ
を
吸
う
方
の
半
分
以
上

が
、
た
ば
こ
消
費
税
の
し
く
み
を
知
。つ

て
い
て
、
区
内
で
た
ば
こ
を
賈
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

た
ば
こ
は
健
康
に
害
が
あ
る
と
い
う

意
見
も
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
お
す
す
め

で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
区

で
は
、
こ
の
結
果
「
た
ば
こ
は
区
内
で

」

を
I
〇
〇
%
に
す
る
よ
う
、
さ
ら
に
男

力
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

区
民
の
み
な
さ
ん
。
ち
ょ
っ
と
し
た

あ
な
た
の
ご
協
力
で
、
区
の
収
入
か
増

え
、
一
つ
で
も
よ
い
事
業
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
る
と
し
た
ら
…
…
。

た
ば
こ
は
、
ぜ
ひ
区
内
で
賈
っ
て
く

だ
さ
い
。

今年度は1本に付78銭が区にはいります

ママと一緒に

施設見学会へ

広
報
課
で
は
、
区
政
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
得
る
た
め
、

区
民
の
方
を
対
象
に
、
施

設
見
学
会
(
写
真
)
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
子
ど
も
さ
ん

の
夏
休
み
期

間
に
あ
わ

せ
、
毋
と
子
を
対
象
に
施

設
見
学
会
を
行
な
い
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
、

ふ
る
っ
て
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

■
参
加
資
格
-
区
内
在
住

の
母
と
子
(
小
学
校
五

年
、
ま
た
は
六
年
)

■
日
時
-
七
月
二
十
四
日
(
水
)
～

二
十
六
日
(
金
)
の
三
日
間
。

(
各
日
と
も
、
午
前
九

時
二
十
分
ま
で
に
区
役

所
前
集
合
。
午
後
四
時

頃
解
敵
予
定
)

■
見
学
施
般
-
東
部
区
民

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
し
″

う
ぶ
沼
公
園
、
中
央
図

番
館
、
東
栗
原

保
育

圜
、
教
育
セ
ン
タ
ー

■
定
員
一

一
日
二
十
名

計
六
十
名
(
た
だ
し
、

毋
と
子
の
組
で
三
十
組

を
募
集
し
ま
す
)

■
申
込
方
法
-
広
報
課
ま

で
直
接
、
ま
た
は
電
話
で

■
申
込
期
間
-
七
月
五
日
(
金
)
～
(

日
(
月
)
ま
で
。
抽
せ
ん
に
よ

り
参
加
者
を
決
定
し
、
結
果
は
(

ガ
キ
で
各
人
あ
て
通
知
し
ま
す

■
参
加
費
-
無
料
(
昼
食
は
、
こ
ち

ら
で
用
憲
し
ま
す
)

七
月
七
日
は
参
議
院
議
員
選
挙

の
投
票
日
で
す

忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
よ
う

―代理申請( 印鑑証明)―

収入印紙はいりません

印
鑑
証
明
な

ど
を
代
理
人
が

申
請
す
る
と
き

は
、
収
入
印
紙
(
5
0

円
)
を
は

っ
た
委
任
状
が

必
要
で

し
た

が
、
七
月
一
日

か
ら
次
の
よ
う

に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

◎
委
任
状
の
か

わ
り
に
「
代

理
権
授
与
通

知
!

が
便

用

で
き

ま

す
。
こ
の
場
合
は
収
入
印
紙
が
い
り

ま
せ
ん
。

◎
「
代
理
権
授
与
通
知
書
」
の
書
き
方

は
、
必
ず
本
人
(
印
鑑
登
録
者
)
が

下
表
の
「
代
理
権
授
与
通
知
一

」
の

よ
う
に
一

い
て
く
だ
さ
い
。
本
人
以

外
の
方
が
I
い
た
も
の
は
受
付
け
い

た
し
ま
せ
ん
。

○
用
紙
は
便
せ
ん
と

同
じ
く
ら
い
の
大

き
さ
の
も
の
に
書

い
て
く
だ
さ
い

〇
代
理
人
の
印
か
ん

も
忘
れ
ず
に
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ

と

は
、
区
役
所
住
民
記

録
係
へ
お
た
す
ね
く

だ
さ
い
。

代
理
権
授
与
通
知
書

一
、
代
理
人

住
所
足
立
区
F
住

】丁
目
五
〇
番
地

氏
名
足

立

花

子

二
、
代
理
権

印
鑑
証
明
書
壱
通
申
請
受
領
す
る
こ

右
の
者
に
所
定
の
権
限
を
委
任
し
ま
し
た
の
で
。

ご
通
知
い
た
し
ま
す
。

昭
和
川
十
九
年
七
川
-
日

住
所
　
足
立
K
r
住
一
丁
目
『阯
0
番
地

氏
名
　
足

立
　

太

郎

足
立
区
長
あ
て

環
境
保
全
ポ
ス
タ
ー
募
集

―
―
ふ
る
っ
て
ご
応
募
を―
―

最
近
、
都
市
化
の
進
行
や
エ
櫑
の
煤

煙
・
排
水
な
ど
で
、
大
気
や
河
川
の
汚

染
が
ひ
ど
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
区
で
は
、
区
内
の
生
醺
環

境
を
守
り
、
「
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」

の
一
環
と
し
て
、
環
境
問
題
に
開
す
る

ポ
ス
タ
ー
を
区
内
中
学
生
を
対
象
に
次

の
よ
う
な
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
力
作
を
ど
し
ど
し
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

■
応
募
規
定

内
容
-
哨
公
害
の
防
止
を
強
調
す
る

も
の

旧
縁
(
樹
木
・
草
花
等
)
の

大
切
さ
兮
つ
っ
た
え
る
も
の

■
応
募
賢
格

区
内
中
学
校
に
在
学
し
て
い
る
生
徒

■
応
募
作
品
の
規
格

m
大
き
さ
は
、た
て
三
八
り
・
よ
こ

五
四
り

圃
図
柄
・
色
彩
は
自
由

■
応
募
上
の
注
意

m
作
品
の
う
ら
に
学
校
名
、学
年
、

氏
名
(
ふ
り
が
な
)

、
性
別
を
記
入

凶
応
募
作
品
は
発
表
後
、
お
返
し
し

ま
す

■
提
出
先

区
役
所
環
境
課
、
ま
た
は
公
害
課
あ

て
に
学
校
を
通
じ
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
(
私
立
学
校
の
場
合
は
直
接
)

■
応
募
締
切
日

九
月
二
十
日
(
金
)
ま
で

く
わ
し
く
は
、
区
役
所
環
桷
課
、
ま

た
は
公
害
課
へ
ど
う
ぞ
。

7 月のセンター・児童館・老人館だより

□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　

六
〇
五
-
七
一
〇
一

■
た
て
笛
の
つ
ど
い
　
一
六
日
(
土
)
午
後
三
時
■
七
夕
ま
つ
り
子

ど
も
会
!
七
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
　
■
児
童
工
芸
教
室
-
十

日
(
水
)
午
後
二
時
　
■
手
芸
教
室
-
十
(
日
(
木
)
午
後
三
時

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
(
(
九
-
四
六
六
一

■
七
夕
ま
つ
り
-
七
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
　
■
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
-
七
日
(
日
)
午
前
十
時
　
■
老
人
映
画
会
一
十
一
日
(
木
)

午
後
一
時
　
■
老
人
茶
道
教
室
―
十
(
日
(
木
)
午
後
一
時
　
■
子

ど
も
映
画
会一
二
十
日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
八
九
七
-五
〇
一
六

■
老
人
茶
道
教
室
-
五
日
(
金
)
六
日
(
土
)
午
前
十
時
・
=
定
員
二

十
名
　
■
子
ど
も
七
夕
ま
つ
り
-
七
日
(
日
)
午
後
二
時
三
十
分

■
児
X
映
画
会
-
十
四
日
(
日
)
午
後
二
時
三
十
分
　
■
老
人
健
康

相
談
一
十
六
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分
…
定
貝
二
十
名
　
■
老
人
踊
り

教
室
-
十
九
日
(
金
)
午
前
十
時
三
十
分

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
(
【
】〒
こ
七
六
五

■
い
け
花
展
示
会
-
五
日
(
金
)
～
七
日
(
日
)
午
前
十
時
　
■
老

人
の
た
め
の
お
茶
会
一
九
日
(
火
)
午
前
十
時
　
■
老
人
映
画
会
一

十
一
旦

木
)
午
前
十
時
三
十
分
　
■
老
人
健
康
相
談
-
十
一
(日
(
火
)

午
後
一
時
三
十
分
　
■
紙
芝
居
と
お
話
の
会
-
七
日
(
日
)
午
前
十

時
　
■
子
ど
も
映
画
会
一

七
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
　
■
ペ
ー

パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
ー
十
九
日
(
金
)
午
後
一
時
三
十
分
・・・
先
着

二
十

名
、
十
日
(
水
)
か
ら
受
付

□
西
伊
興
児
童
館
　
　
　
　
　

八
九
七
上
(
九
四
八

■
七
夕
ま
つ
り
-
七
日
(
日
)
午
後
二
時
■
映
画
会
-
十
三
日

(
土
)
午
後
三
時
　
■
ミ
ニ
キ
ャ
ン
プ
ー
ニ
十
五
日
(
木
)

午
後
四

時
・・
小
学
校
四
年
生
以
上
、
定
員
二
十
名
　
申
込
み
は
五
日
(
金
)

～
十
四
日
(
日
)

□
新
田
児
童
館
・
老
人
館
　
　
　

九
一
二
上
二
四
ニ
ー

■
老
人
舞
踊
教
室
-
六
日
(
土
)
午
前
十
時
　
■
七
夕
の
つ
ど
い
-

七
日
(
日
)
午
後
二
時
　
■
卓
球
教
室
-
十
三
日
(
土
)
午
後
二
時
　

■
音
楽
教
室
-
十
四
日
(
日
)
午
前
九
時
　
■
老
人
舞
踊
練
習
日
-

十
日
・
十
七
日
(
水
)
午
前
十
時
　
■
子
ど
も
会
議
-
二
十
日
(
土
)

午
後
二
時

□
教
育
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
(
五
〇
j
(
[
〇
一

■
科
学
グ
ラ
プ
ー
こ
十
三
日
(
火
)
か
ら
毎
週
火
皿
日
…
小
学
校
高

学
年
の
方
、
二
十
五
日
(
木
)
か
ら
毎
週
木
曜
日
・・・
中
学
生
の
方
、

二
十
六
日
(
金
)
・
八
月
九
日
(
金
)
・
八
月
二
十
三
日
(
金
)
・・・

婦
人
の
方

定
員
―
各
四
十
(
名

時
閥
は
い
づ
れ
も
午
後
一
時
三

十
分

申
込
み
は
六
日
(
土
)
～
十
三
日
(
土
)
　

■
卓
球
教
室
-

二
十
三
日
(
火
)
～
二
十
五
日
(
木
)
午
後
一
時
・
=定
員
三
十
名

申
込
み
は
六
日
(
土
)
～
十
三
日
(
土
)
　
■
く
ら
し
の
電
気
-
三

十
一
日
(
水
)

、(
月
七
日
(
水
)
午
後
二
時
=
・
区
内
在
住
の
婦
人

で
先
着
四
十
(
名

申
込
み
は
六
日
(
土
)
～
十
三
日
(
土
)

□
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
(
五
〇一
二
六
一
七

■
七
夕
の
つ
ど
い
-
六
日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分
　
■
演
芸
大
会

-
二
十
日
(
土
)
午
前
九
時
三
十
分
　
■
囲
碁
大
会
-
十
四
日
(
息

午
前
九
時
三
十
分
　
■
手
芸
教
室
-
十
九
日
(
金
)
午
後
二
時
　
■

成
人
映
画
会
-
十
石
(
木
)
午
前
十
時

《
各
教
室
と
も
教
材
費
を
明
記
し
て
い
な
い
教
室
は
無
料
で
す
》

【申
込
み
と
く
わ
し
い
こ
と
は
、直
接
各
施
設
の
事
務
室
へ
】

■ 区役所( 教育委員会を含む) 882―1111　第二庁舎889- 6161　 足立福祉事務所888- 3141　 中部福祉事務所889- 1481　 東部福祉事務所605- 7105　西部福祉事務所897- 5011
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家

庭

区
外
の
私
立
幼
稚
園
児
を

お
持
ち
の
父
兄
の
方
へ

区
で
は
、
毎
年
私
立
幼
稚
圃
に
通

一
し
て
い
る
父
兄
(
保
寢
者
)
に
対

し
、
補
助
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
補
助
金
月
額
五
歳

児
二
千
円
、
四
歳
児
千
円
を
前

期
分
(
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の

六
か
月
分
)
と
し
て
支
給
し
ま

す
。し

か
し
、
各
幼
稚
園
は
七
月

二
十
日
か
ら
(
月
末
日
ま
で
夏

休
み
に
入
る
た
め
、
区
外
の
私

立
幼
稚
圃
へ
通
圜
し
て
い
る
児
I

を
お
持
ち
の
父
兄
の
方
は
、

区
に
申
肝
す
る
手
続
き
が
遅
れ

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
次

の
証
明
書
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
園
児
在
籍
証
明

(
生
年
月
日
記
入
の
も
の
)

▽
保
育
料
納
入
証
明
書
又
は
領
収
書

(
禰
助
金
を
九
月
ま
で
支
給
し
ま

す
の
で
保
育
料
も
九
月
ま
で
納
入

し
た
も
の
が
必
要
で
す
)

※
受
付
予
定
期
間

八
月
十
二
日
(
月
)
～
九
月
六
日

(
金
)

な
お
、
区
内
の
私
立
幼
稚
圃
お
よ

ぴ
類
似
施
設
(
区
の
補
助
金
基
準
に

岐
当
し
た
園
)
に
在
籍
し
て
い
る
父

兄
の
方
に
つ
い
て
は
、
幼
稚
園
で
一

括
し
て
区
へ
申
請
し
ま
す
の
で
、
幼

碓
園
か
ら
七
月
中
旬
頃
に
連
絡
が
行

き
ま
す
。
そ
れ
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ

い
。く

わ
し
く
は
「
区
の
お
知
ら
せ
」

の
次
号
(
七
月
二
十
日
号
)
に
の
せ

ま
す
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
総
務
係

へ
ど
う
ぞ
。

ミ
ル
ク
を

さ
し
あ
げ
ま
す

赤
ち
ゃ
ん
や
妊
産
婦
の
方
に
、
栄

黄
食
品
と
し
て
、
ミ
ル
ク
を
さ
し
あ

げ
て
い
ま
す
。

対
象
は
、
生
听
保
護
を
受
け
て
い

る
家
庭
、
住
民
税
が
非
課
税
か
均
等

割
の
み
(
七
百
円
)

、
も
し
く
は
、

所
得
税
が
非
課
税
の
家
庭
で
す
。
支

給
期
間
は
、
妊
娠
五
か
月
目
か
ら
、

乳
児
が
膺
一
歳
に
な
る
月
ま
で
で
、

粉
ミ
ル
ク
ま
た
は
牛
乳
を
さ
し
あ
げ

ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
区
役
所
保
健
係
へ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
も

国
民
年
金
に
加
入
を

国
民
年
金
で
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
奥
さ
ん
の
た
め
に
、
希
望
で
加
入

で
き
る
「
任
憲
加
入
」
の
み
ち
を
開

い
て
い
ま
す
。
加
入
で
き
る
の
は
、

二
十
歳
～
五
十
九
歳
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
奥
さ
ん
で
、
保
険
料
は
月
額
九

百
円
を
六
十
歳
ま
で
納
め
ま
す
。
さ

ら
に
、
よ
り
高
い
老
齢
年
金
を
ご
希

望
の
方
は
、
保
険
料
を
四
百
円
上
積

み
し
て
納
め
る
加
算
年
金
(
附
加
年

金
)
に
も
加
入
で
き
ま
す
。
'

加
入
の
手
続
き
は
、
ご
主
人
の
厚

生
年
金
証
書
と
印
鑑
を
お
も
ち
の
う

え
、
お
近
く
の
出
張
所
か
、
区
役
所

国
民
年
金
課
で
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ

い
。く

わ
し
く
は
、
区
役
所
国
民
年
金

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

足
立の
史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
5

0
)

―
―
千
住
五
丁
目
か
い
わ
い
　
そ
の
三―
―

勝
山
準
四
郎

旧
道
は
下
妻
遭
と
分
れ
て
か
ら
、
大
き
く
左
へ

曲
が
り
、
そ
こ
か
ら
斜
め
に
北
の
方
へ
進
む
こ
と

に
な
る
。
今
は
堤
防
へ
突
き
当
っ
て
か
ら
、
そ
の

下
沿
い
に
苓
住
斬
橋
へ
続
い
て
い
る
。
こ
れ
は
勿

鵑
荒
川
が
造
ら
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

曹
は
突
当
っ
て
か
ら
そ
の
ま
ま
、
今
の
グ
ラ
ン
ド

を
突
切
っ
て
斬
橋
の
中
程
を
通
り
、
現
栂
田
一
丁

目
の
川
田
橋
へ
っ
な
が
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

高
田
家
蔵
の
千
住
洳
図
に
よ
る
と
、
町
並
の
終

り
に
小
さ
な
土
橋
が
か
か
り
、
そ
の
先
の
北
側
に
(

幡
社
の
褐
が
あ
り
、
そ
し
て
土
橋
手
前
の
酉
側

に
は
「
御
開
札
」
と
し
て
、
四
万
に
杭
を
打
ち
、

中
に
一
本
太
柱
が
立
っ
て
い
る
こ
と
が
図
示
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
関
札
は
、
千
住
宿
に
宿
泊
、
休
憩

を
す
る
諸
大
名
、
睹
役
人
の
宿
札
(
木
の
一

板
)

を
掲
示
し
た
所
で
、
形
の
上
で
千
住
宿
の
北
玄
関

口
に
当
っ
た
も
の
で
あ
る
。
本
陣
の
亭
主
、
番
頭

は
こ
こ
ま
で
出
迎
え
、
見
送
り
を
し
た
場
所
で
あ

る
。
世
も
変
わ
り
土
地
も
変
わ
っ
て
先
の
お
宮
も

こ
の
場
所
も
今
は
河
川
敷
内
に
埋
ま
っ
て
し
ま
っ

た
。旧

遭
を
昔
の
ま
ま
進
ん
で
、
今
の
水
流
に
近
い

あ
た
り
に
あ
っ
た
の
が
、
千
住
名
物
「
爺
(
じ
じ
)

が
茶
屋
」
で
あ
る
。
八
代
将
軍
古
宗
が
二
度
も
立

寄
ら
れ
て
有
名
に
な
っ
た
「
光
茶
釜
」
の
茶
店
で

あ
る
。

吉
宗
は
徳
川
幕
府
中
興
の
英
主
と
豸
わ
れ
て
い

る
が
、
す
べ
て
の
御
手
本
を
徂
君
家
康
に
求
め
た

よ
う
で
あ
る
。
鷹
狩
を
好
ん
だ
の
も
そ
の
例
で
あ

る
。
も
っ
と
も
そ
れ
に
は
、
元
禄
以
来
た
る
ん
で

き
た
士
気
の
刷
新
を
は
か
る
目
的
が
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
が
、
小
金
原
の
鹿
狩
や
鷹
狩
を
度
々
行
っ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
光
茶
釜
』
に
立
寄
っ
た
の

は
吉
宗
晩
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
永
野
家
旧
考
録

に
は
「
元
文
五
庚
申
年
(
一
七
四
〇
)
十
二
月
将

軍
吉
宗
公
、
御
鷹
狩
の
節
、
当
宿
字
新
家
茶
店
御

見
舍
所
の
み
せ
先
に
こ
れ
有
候
茶
釜
へ
、
御
手
を

か
け
さ
せ
ら
れ
、
御
姿
の
写
り
俟
と
て

名
を
残
す
爺
々
が
茶
釜
や
阿
る
か
が
み

と
御
発
句
遊
ば
さ
れ
、
翌
辛
酉
年
(
一
七
四
一
I

寛
保
元
年
)
な
お
又
御
鷹
野
御
成
の
節
、
右
御
発

匐
御
短
冊
頂
戴
仕
り
俟
。
今
に
お
い
て
其
茶
釜
連

々
守
護
い
た
し
居
候
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

当
時
と
し
て
は
た
し
か
に
破
天
荒
の
出
来
ご
と

だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
た
と
え
鷹
狩
の
出
先
と
は

申
せ
将
単
家
が
立
寄
り
休
憩
す
る
の
は
、
寺
院
、

名
主
宅
に
き
ま
っ
て
い
る
の
に
、
道
竦
の
茶
店
に

立
寄
り
I
し
か
も
翌
年
は
わ
ざ
わ
ざ
短
冊
ま
で
下

さ
れ
た
と
あ
っ
て
は
大
評
判
に
な
る
筈
で
あ
る
。

物
見
高
い
は
江
戸
の
常
の
時
代
、
将
軍
様
の
お

目
に
と
ま
っ
た
茶
釜
を
一
度
見
な
け
れ
ぱ
と
、
ワ

ン
サ
と
押
か
け
た
と
言
う
の
も
無
理
な
ら
ぬ
銛
で

あ
る
。

百
年
後
に
出
版
さ
れ
た
江
戸
名

所
図
会
に
も

「
光
茶
釜
。
千
住
の
駅
を
は
な
れ
、
道
の
左
側
に

あ
り
云
々
」
と
収
録
さ
れ
、
名
物
茶
釜
を
正
面
に

据
え
た
図
が
峨
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
茶
店
の
ご
子
孫
石
原
家
は
、
今
も
五
丁
目

の
土
手
下
に
あ
る
。
町
内
で
は
「
茶
釜
」
の
名
で

通
る
家
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
名
吻
莱
釜
も
健
在

で
、
代
々
守
り
伝
え
ら
れ
、
現
在
同
家
の
神
棚
に

安
一

さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
(

こ
の
項
つ
づ
く
)

写
真
は
光
茶
釜
(
江
戸
名
所
図
会
)

国
民
年
金
未
納
の
方
へ

今
な
ら
特
別
に
納
め
ら
れ
ま
す

国
民
年
金
は
、
加
入
者
の
年
齢
に
よ

っ
て
保
険
料
を
納
め
る
時
期
が
き
ま
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
期
間
に
、
一
か
月
で

も
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
、
老
齢

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
そ

の
う
え
、
保
険
料
は
、納
め
忘
れ
の
ま
ま

二
年
を
過
き
る
と
無
効
と
な
り
、
後
か

ら
で
は
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

昨
年
の
法
律
改
正
で
、
納
め
忘
れ
に

な
っ
て
い
る
年
金
加
入
者
を
救

お
う

と
、
今
年
の
一
月
か
ら
来
年
の
十
二
月

ま
で
の
二
年
間
に
限
っ
て
、
特
別
に
納

め
ら
れ
る
ご
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

機
会
に
、
年
金
手
帳
や
領
収
書
を
お
調

べ
の
う
え
、
未
納
期
間
が
あ
る
方
は
、

お
近
く
の
郵
便
局
で
備
え
付
け
の
納
付

書
を
使
っ
て
、
至
急
納
め
て

く
だ
さ

い
。
こ
の
場
合
の
保
険
料
は
、
一
か
月

当
り
九
百
円
で
す
。

ま
た
、
明
治
四
十
四
年
四
月
二
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
ま
だ
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
な
い
方
(
強
制
加
入
者

に
限
る
)
は
、
今
か
ら
で
も
、
加
入
の

手
碗
き
を
す
れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
保

険
料
が
納
め
ら
れ
、
老
齢
年
金
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
も
、
納
め
る
期

限
は
、
来
年
十
二
月
末
日
ま
で
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
区
役
所
国
民
年
金
課

へ
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

泳げる方 は参加 を
区民水泳競技大会

日
時
-
(
月
十
(
日

(
日
)
午
前
九
時
(

雨
天
決
行
)

会
場
-
区
体
育
館
プ

ー
ル

参
加
資
格
-
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学

の
万
(
た
だ
し
、小

学
生
は
、
五
年
以

上
の
健
康
な
方
)

種
目
-
下
表
参
照

競
技
方
法
-
タ
イ
ム

レ
ー
ス

申
込
方
法
-
所
定
の
申
込
み
用
紙
ま
た

は
(
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

一
話
番
号
・
出
場
種
目
と
距
嵯
・
学

校
名
を
明
配
の
う
え
、
区
教
育
委
員

会
体
育
課
(
一
T
一
二
〇
足
立
区
千
住

仲
町
五
(
)

へ

申
込
み
締
切
り
-
八
月
三
日
(
土
)
正

午
ま
で
に
必
着
の
こ
と

※
小
・
中
学
生
の
申
込
み
に
は
、
学
校

長
名
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い

※
小
・
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
各
校
一

種
目
三
名
と
す
る
(
た
だ
し
、
リ
レ

ー
・
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
は
の
ぞ
く
)

※
一
人
二
種
目
以
内
と
し
、
小
・
中
学

校
に
つ
い
て
は
、
一
人
一
種
目
と
す

る
(
た
だ
し
、
リ
レ
ー
・
メ
ド
レ
ー

リ
レ
ー
は
の
ぞ
く
)

※
一
般
男
子
出
場
年
齢
は
、
大
会
月
(

膺
)
と
す
る

納
期
は
7
月
3
1日

固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
第
二
期
分

国
民
年
金
保
険
料
第
二

期
分

申
告
所
得
税
第
一
期
分

部
落
問
題
の

理
解
の
た
め
に
(

3

6

)

解
放
の
父
・
松
本
治
一
郎
( 2)

松
本
の
反
骨
が
最
も
面
目
を
あ
ら

わ
し
た
の
は
、
世
に
い
う
「
カ
ニ
の

槓
バ
イ
事
件
」
で
あ
る
。

昭
和
二
十
三
年
一
月
、
参
議
院
副

議
長
と
し
て
、
国
会
闥一
会
式
で
、
天

皇
拝
誦
を
侖
ぜ
ら
れ
た
時
、
「
カ
ニ

が
モ
ー
ニ
ン
グ
で
横
バ
イ
し
て
い
る

よ
う
な
愉
好
」
の
押
謁
を
拒
否
し
た

の
だ
。

「
人
間
を
人
間
以
上
の
も
の
に
デ
'

チ
上
げ
、
こ
れ
1

一
格
化
し
押
む

よ
う
な
形
で
崇
押
す
る
と
い
う
こ
と

は
人
間
に
対
す
る
尊
敬
で
は
な
く
、

む
し
ろ
侮
辱
で
あ
る
」

影
響
を
恐
れ
た
吉
田
茂
は
、
マ
。

ガ
ー
サ
ー
と
共
課
し
、
口
実
を
作
っ

て
松
本
を
公
職
追
放
処
分
に
し
た
。

全
国
の
部
落
の
兄
弟
は
断
食
を
含
め

抗
嶬
と
撤
回
要
求
を
闘
い
抜
い
た
。

晩
年
の
松
本
は
、
中
国
を
は
じ
め

ア
ジ
ア
の
被
抑
圧
民
族
と
の
友
好
に

つ
と
め
、
昭
和
二
十
九
年
、
日
中
友

好
協
会
の
初
代
会
長
に
も
迦
ば
れ
て

い
る
。
数
回
の
ア
ジ
ア
訪
問
の
中
で

も
松
本
は
イ
ン
ド
の
(
リ
ジ
ャ
ン
や

中
国
の
水
上
生
醺
者
な
ど
最
下
膽
の

被
差
別
民
衆
と
交
流
し
連
帯
多・深
め

て
い
る
。

(
部
落
解
放
同
盟
足
立
支
部
　
(

五
〇
一
七
七
六
九
)

心
身
障
害
児
を
招
待

む
さ
し
の
村
へ

区
で
は
、
心
身
障
害
者
の
お
子
さ
ん

を
対
象
に
、
レ
ク
リ
エ
ー
ジ
'
ン
を
行

な
い
ま
す
。

☆
期
日
　
第
一
回
(
精
神
薄
弱
児
を
対

象
に
)
(

月
(
日
(
木
)

第
二
回
(

身
体
障
害
児
を
対
象
に
)
(

月
九

日
(
金
)

☆
定
員
　
精
神
薄
弱
児
上
二
○
○
入

身
体
障
客
児
!

一
〇
〇
人

対
象
と
な
る
の
は
十
八
歳
未
満
の
者

で
、
付
廓
一
名
が
必
要
で
す
。

☆
費
用
　
無
料
(
昼
食
・
菓
子
等
は
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。
)

☆
場
所
　
埼
玉
一
一
加
須
市
む
さ
し
の
村

セ
ン
タ
ー

☆
申
込
み
期
間
　
七
月
二
十
日
(
土
)

先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

ま
す
。

☆
申
込
み
・
問
い
合
せ
は

、
区
役
所
援

護
係
へ
ど
う
ぞ
。
な
お
、
「
足
立
区
手

を
つ
な
ぐ
親
の
会
」
『
肢
体
不
自
由
児

父
母
の
会
』
で
も
申
込
み
の
取
り
ま
と

め
を
し
て
い
ま
す
。

「
家
庭
の
日
」の

パ
レ
ー
ド
に
参
加
を

区
で
は
、
親
と
子
が
と
も
に
遊
び
、

話
し
合
い
、
健
康
で
明
る
い
家
庭
を
つ

く
る
日
と
し
て
、
毎
月
第
三
日
曜
日
参

「
家
庭
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

「
家
庭
の
日
」
の
普
及
を
は
が
る
た

め
に
、
設
置
記
念
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し

ま
す
。
区
民
の
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
-
七
月
二
十
二
日
(
月
)

午
前
九
時
三
十
分
(
雨
天
中
止
)

場
所
-
区
立
北
三
谷
小
学
校
(
国
一
亀

有
駅
下
車
)
～
大
谷
田
小
学
校

※
当
日
参
加
者
に
は
、
「
家
庭
の
日
を

青
て
る
花
」
を
さ
し
あ
け
ま
す
。

掲
示
板

■
職
員
募
集

職
種
-
事
務
職
　
事
務
内
容
-
国
民

健
康
保
険
等
の
珍
療
報
酬
毒
査
支
払

関
係
事
務
　
資
格
-
高
校
卒
業
の
男

女
で
二
十
五
歳
以
下
の
方
(
珠
算
三

級
程
度
)
　
勤
務
地
-
千
代
田
区
九

段
北
一
-
一
一
四
(
区
政
会
館
内
)
　

応
募
先
-
七
月
二
十
日
(
土
)
ま
で

に
、
写
真
添
付
の
履
歴
書
を
、
東
京

都
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
総
務

耜
人
事
課
(
〒
一
二
〇
千
代
田
区
丸

の
内
三
一

五
1
二
　
二
三
一
-
○
三

五
一
)
へ

■
看
護
婦
募
集

人
員
「-
名
　
勤
務
地
-
上
総
澳
養

護
学
園
　
年
齢
-
四
十
歳
未
膺
　
申

込
み
は
区
役
所
人
事
第
一
係
へ

■
心
身
障
害
者
の
方
へ
　

無
料
な
ん
で
も
相
談

日
時
-
七
月
十
日
(
水
)
午
後
一
時

場
所
-
千
寿
第
二
小
学
校
体
育
館

(千
住
官
元
町
六一
一
)

相
談
内
容
-
生
活
・
医
療
・
職
業
・

年
金
・
施
設
入
所
に
つ
い
て
等

く
わ
し
く
は
近
く
の
福
祉
事
務
所
へ

■
警
察
官
募
集

受
験
資
格
-
大
学
卒
・
・
・
二
十
八
歳
未

満
で
大
学
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み

の
男
子
高
校
卒
…
十
七
歳
以
上
～

二
十
八
歳
未
崗
で
高
校
卒
業
程
度
の

学
力
の
あ
る
男
子
　
採
用
人
員
-
大

学
卒
七
百
名
、
高
校
卒
千
六
百
名

試
験
日
及
び
試
験
場
-
七
月
十
四
日

(
日
)
千
住
警
察
署

申
込
み
期
間
-

賦
験
日
の
I
週
間
前
ま
で
(
間
に

合
わ
な
い
場
合
は
、
当
日
試
験
場
で

受
付
け
ま
す
)

く
わ
し
く
は
、
千
住
警
察
署
(
千

住
一
-
(
三
　
　
(
八
一
-
匸
一
四

一
)
へ

■
も
う
お
す
み
で
す
か

福
祉
年
金
の
定
時
届

福
祉
年
金
(
老
齢
特
別
給
付
金
を

含
む
)
の
支
給
を
受
け
て
い
る
方
で

ま
だ
定
時
届
の
お
す
み
で
な
い
方
は

す
ぐ
に
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

届
を
出
さ
な
い
と
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
を
。

持
参
す
る
も
の
-
萵
祉
年
金
証
書
・

印
か
ん
　
届
出
先
-
区
役
所
国
民
年

金
課
給
付
係
ま
た
は
各
出
張
所

問
い
合
わ
せ
は
区
役
所
給
付
係
へ

■
公
益
質
屋
の

ご
利
用
を

区
で
は
、
次
の
二
か
所
の
公
益
質

量
を
営
業
し
て
い
ま
す
。
急
に
お
金

が
必
要
に
な
っ
た
時
は
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

貸
付
金
額
-
一
世
帯
十
万
円
以
内

利
率
-
一
か
月
に
つ
き
三
%
流
質

期
限
-
入
質
の
日
か
ら
四
か
月

営

業
時
間
-
午
前
九
時
～
午

後
六
時

(
た
だ
し
、
日
曜
・
祝
日
は
休
み
)

※
ご
利
用
の
方
は
、
質
吻
と
本
人
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

▽
千
住
公
益
質
屋
一
千
住
寿
町
二
九
-

一
〇
　
(
(

ニ
ー
三
四
七
三

▽
西
新
井
公
益
質
屋
-
関
原
一
-

二
I

〒

四
　
　
(
(

り
J
O
O

七
七

■
青
年
文
化
教
室

科
目
-
生
花
科
(
定
員
四
十
名
)
・

書
遭
科
(
初
級
・
定
S
四
十
名
)

期
間
-
生
花
科
=
一
七
月
九
日
(
火
)

～
九
月
十
七
日
(
火
)
ま
で
の
毎
週

火
曜
日
書
進
科
…
七
月
十
(
日
(

木
)
～
九
月
二
十
六
日
(
木
)
ま
で

政
毎
週
木
曜
日
　
時
間
-
午
後
六
時

三
十
分
～
(
時
三
十
分
　
場
所
-
区

青
年
館
(
東
武
線
大
師
前
駅
下
車
)

対
象
-
区
内
在
住
・
在
勤
の
二
十
五

峨
以
下
の
勤
労
青
年

受
講
料
-
無

料
(
教
材
費
は
実
費
負
担
)

申
込
み
は
五
日
(
金
)
か
ら
直
接
か

一
括
で
区
青
年
館
(
　

八
九
〇
I
○

○
六
一
)
へ

■
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

の
団
体
見
学

資
格
-
区
内
に
在
住
・
在
動
の
万
で

一
ユ
十
名
以
上
の
団
体
　
期
間
一

七
月

二
十
三
日
(
火
)
～
(
月
三
十
一
日

(
土
)
ま
で
の
火
・
金
曜
日
　
時
間
-

午
後
一
時
三
十
分
、
午
後
三
時

費
用
-
十
六
歳
以
上
ひ
と
り
五
十
円

申
込
み
-
七
月
六
日
(
土
)
～
七
月

十
三
日
(
土
)

く
わ
し
く
は
、
教
育
セ
ン
タ
ー
へ

■
野
球
場
・
庭
球
場

の
抽
せ
ん
会
場
変
更

区
役
所
七
階
の
大
会
S
竄
が
「
区

飃
」
の
会
場
に
な
る
た
め
、
七
月
の

抽
せ
ん
会
楊
を
次
の
よ
う
に
鬮
更
し

ま
す
。

会
場
-
区
産
巣
振
舞
館
・
二
階
ホ
ー

ル
(
区
役
所
隣
)
　
会
場
が
慶
更
に

な
る
抽
せ
ん
日
―
七
月
十
二
白
(
金
)

・
・
・
野
球
場
　
七
月
二
十
二
日
(
月
)

・
・
・
庭
球
場

こ
の
他
は
従
来
ど
お
り
で
す
。
な
お

七
月
二
十
二
日
の
庭
球
受
付
時
間
は

三
十
分
く
り
さ
け
、
午
前
(
時
三
十

分
か
ら
午
前
九
時
ま
で
で
す
。

■
食
生
活
講
習
会

テ
ー
マ
-
夏
バ
テ
を
防
ぐ
た
め
の
食

生
活
　
日
時
-
七
月
十
七
日
(
水
)

午
後

】時
三
十
分

場
所
-
東
和
保

健
相
談
所
(
東
和
四
丁
目
一
〇
上
こ
)

受
講
料
-
無
料
申
込
先
-
東
和

保
健
相
岐
所
　
六
〇
六
一
四
一
七
一

■
経
済
講
演
会

日
時
-
七
月
十
一
日
(
木
)
午
後
一

時
三
十
分
ヱ

二
時

場
所
I
区
産
業

振
禺
館
(
区
役
所
隣
)
　

演
題
1
こ

れ
か
ら
の
中
小
企
業
と
金
融
情
勢
に

つ
い
て

講
師
・
―
中
村
秀
一
郎
(
専

修
大
学
教
授
)

く
わ
し
く
は
商
工
係
へ

■
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

初
心
者
講
習
会

日
時
-
七
月
二
十
一
日
(
日
)
～
九

月
九
日
(
月
)
の
毎
遍
日
曜
日
(
午

前
十
時
～
正
午
)
・
月
曜
日
(
午
後

六
時
～
(
時
)
　
場
所
-
ロ
ビ
ン
フ

ッ
ド
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
レ
ン
ヂ
(
鹿
浜

四
-
一
一
(
)
　
対
象
-
中
学
生
以

上
の
一
般
区
民
の
方
　
定
員
-
先
一

二
百
名
　
受
講
料
-
一
回
に
付
き
二

百
円

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
-
足
立
区

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
(
鹿
浜
三
-
一
!

五
曾
(
九
九
-
五
〇
三
八
)

■
愛
の
献
血
に

ご
協
力
を

七
月
は
、
「
愛
の
血
液
助
け
合
い

月
間
」
で
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
を
!

期
日
お
よ
び
場
所
-
九
日
(
火
)
東

部
セ
ン
タ
ー
十
七
日
(
水
)
区
役

所
本
庁
舎
十
九
日
(
金
)
竹
の
塚

駅
東
口
　
時
間
-
午
前
十
時
～
午
後

三
時
(
午
前
十
一
時
三
十
分
～
午
後

○
畤
三
十
分
ま
で
は
休
憩
時
間
)

■ 7月は「社会を明るくする運動月間」　　■ 緑の相談コーナー開設-毎月第2火曜日午後1時～4時30分・区役所1階区民相談室
N・Y　214, 000


